
令和６年度事務事業評価（令和５年度事後評価） 総務部

所属名 事務事業名 ページ番号
秘書課 表彰事務 2
秘書課 市民べんり帳作成事業 3
秘書課 佐賀市特産物広報事業（秘書課） 4
秘書課 広聴事業 5
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事務事業進捗報告シート

44 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 表彰事務 事業期間 昭和

基本事業 市民活動団体への支援

事業概要
様々な分野での功績や市民の模範となる善行の行為を称えることで、その分野の関心が高まり、受賞者やその分
野に携わる者の励みとなり、今後の更なる研鑽を喚起する。
議員、職員の功績を称え、職務における今後の更なる活躍を促す。

事業の対象者 市民等（市政に功績のある者）、議員、職員

年度

担当部署・係名 秘書課　秘書係 担当課⾧名 野口　英史

総合計画に
おける位置づけ

政策 互いに尊重し合い、共に創るふれあいのあるまち        

施策 29参加と協働によるまちづくり

・佐賀市表彰　【市政功労者表彰】個人32人
・特別表彰　　個人6人、３団体
・議会議員表彰　在職35年　1人、在職30年　1人、在職20年　1人
・職員表彰　　勤続30年以上　73人、勤続20年以上　29人

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

2,324 3,744 2,535 2,762

　　事業総額 2,324 3,744 2,535 2,762

成果指標① 単位

佐賀市表彰者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

26
50 30 35 55

68 26 41

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
自治会⾧及び民生委員・児童委員のほか、地域の見守り活動やボランティア活動等での功労
による表彰者、スポーツ功労での特別表彰者が増加した。

成果目標達成に向けた対応策等

佐賀市表彰制度について市民に浸透しつつあり、地道に活動されている個人・団体の表彰が増えてきており、引き続き積極的に推
薦してもらうよう各課に促す。
令和6年度の目標値については、民生委員・児童委員の改選時期に合わせて、３年ごとに受賞対象者が多くなることに加え、
SAGA2024の開催年度であり、各競技での選手の活躍が期待されるため、表彰者数の目標を多く設定している。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している 市民にかかわりの深い行政情報を掲載した。

成果目標達成に向けた対応策等

市民にかかわりの深い行政情報を提供し、生活に必要な行政情報を常時取得しやすくすることで、市民の市役所での手続きなどを
容易にする。
令和7年度版を制作するにあたり、より分かりやすい掲載方法となるよう検討を進める。

62.26 62.26 62.26

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

利用者の満足度 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

62.26
65 69 72 76

うち佐賀市の
負担額

9,888 0 0 3,804

　　事業総額 11,015 0 0 4,653

市民べんり帳を作成
[作成部数]
　・市民べんり帳:21,000部
　・点字版市民べんり帳:85部
　・音声版市民べんり帳:200部

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 秘書課　広聴係 担当課⾧名 野口　英史

総合計画に
おける位置づけ

政策 互いに尊重し合い、共に創るふれあいのあるまち        

施策 30情報共有の推進

令和6年度

事務事業名 市民べんり帳作成事業 事業期間 昭和

基本事業 広報の充実

事業概要・目的
市民の日常生活に関わりが深い市のサービスや施策を紹介するための冊子を、２年に１度の間隔で制作し、希望
者及び市内への転入者へ配布する。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 佐賀市特産物広報事業（秘書課） 事業期間 平成

基本事業 広報の充実

事業概要
本市の特産品を市外在住者に贈呈する時に、特産品の宣伝を行うことで、当該特産品の認知度を上げるととも
に、本市職員の宣伝能力の向上を図る。

事業の対象者 市外対象者

年度

担当部署・係名 秘書課　秘書係 担当課⾧名 野口　英史

総合計画に
おける位置づけ

政策 互いに尊重し合い、共に創るふれあいのあるまち        

施策 30情報共有の推進

特産品として登録数34品中10品目の宣伝を実施令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

179 256 409 132

　　事業総額 179 256 409 132

成果指標① 単位

特産品の贈呈数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

92
150 150 150 150

102 158 57

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
事業開始から一定期間が経過したことから、事業規模を縮小して、より効果的かつ効率的なＰ
Ｒを行った。

成果目標達成に向けた対応策等

贈呈先や贈呈する特産品を精査しながら、引き続き、職員への事業目的の周知と職員の宣伝能力向上を図る。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
【インターネット市政モニター】新規モニターの登録キャンペーンの実施や、回答啓発メール等によ
り、目標を達成した。
【職員出前講座】人気講座の継続と、新規講座の開拓により目標を達成した。

成果目標達成に向けた対応策等

【インターネット市政モニター】引き続き、新規モニターの募集や、アンケート実施について、市報等を用いた市民への周知を行うことに
よって、アンケート回答者数増に努める。
【職員出前講座】市報等を活用して市民への周知を行うとともに、市民の関心の高い講座を増やすことで、実施回数増に努める。

68
72 76 80 84

107 129 184

1,534 1,845 2,601

成果指標② 単位

職員出前講座の開催回数 回

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

市政アンケート協力者の回答者数（延べ人数） 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,327
1,393 1,463 1,536 1,613

うち佐賀市の
負担額

572 649 501 441

　　事業総額 572 649 501 441

・市政への提言　受付件数　362件
・インターネット市政モニター　実施件数　9件
・パブリックコメント　実施件数　9件
・職員出前講座　実施回数　184回
・市⾧と円卓トーク　実施回数　3回

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民等（市民、市内に通勤・通学している者）

年度

担当部署・係名 秘書課　広聴係 担当課⾧名 野口　英史

総合計画に
おける位置づけ

政策 互いに尊重し合い、共に創るふれあいのあるまち        

施策 30情報共有の推進

令和6年度

事務事業名 広聴事業 事業期間 平成

基本事業 広聴の充実

事業概要・目的

市の施策や事業について、市民の意見を調査し、市政運営の参考とするため、「市政への提言」を受け付けるほ
か、「インターネット市政モニター」や「パブリックコメント」を実施する。また、市の担当者が出向き、市が行っている事
業の詳細を説明する「職員出前講座」や、市政の重要なテーマごとに、市内で活動されている団体や事業者等と、
意見交換を行う「市⾧と円卓トーク」を実施する。
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